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句
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句
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（人）

投句数
（句）

一般   357 2,793 

子ども 3,184 5,514

計 3,541 8,307

◦年間投句状況
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　令和6年は、俳
はい

諧
かい

に出会い、各地を旅して人の心を捉える名
作を生み出した俳聖・松尾芭蕉の生誕380年の記念の年です。
　本展では、出会いと別れを繰り返し、旅し続けた芭蕉にとっ
ての「人」や「川、山、陸、海」が織りなす自然の美を表現し、旅
に身を委ねる46歳の芭蕉の姿を3期にわたって紹介します。
期間　9月29日（日）まで　開館時間　午前9時～午後5時
休館日　火曜日

■ 福島を旅した芭蕉さんのこと
予習講座「はじめての芭蕉さん」
日時　6月12日（水）　午前10時～11時30分
バスツアー「おくのほそ道を楽しむ」
日時　6月29日（土）　午前9時～午後3時30分（予定）

定員　20人　参加費　1,500円
申込方法　電話または来館で申し込み
※詳しくは、ホームページをご覧ください。

会期中の催し

☞風流のはじめ館 （72）1212

風流のはじめ館

5 4令和6年5月1日令和6年5月1日


